






研究目的

　月経不順やピル服用後等の何らかの異常な内分泌環境,あるいは排卵誘発な

どの人工的内分泌環境が,その時期に排卵・受精した卵や胎児に及ぼす影響に

ついては不明な点が多い。特に排卵誘発剤は挙児希望の夫婦に使われるので,

受精卵・胎児に及ぼす影響については,早急に充分な検討を行うことが必要で

ある。この問題を解明するために,本年度われわれは①人工・自然流産胎児を

中心とした疫学的検討　②排卵誘発剤においても問題となる intrafollicular

overripenss に関してラットを用いた基礎的実験を行った。


